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１．研究計画の概要 
 本研究では、胃癌の効率的な再発抑制のた
め、術後補助化学療法の個別化を目的として
以下の 4 項目を計画した。 
(1) 進行胃癌の再発リスクを抽出する。 
(2) 抽出された因子を用い再発リスク予測
を行う。 
(3) フッ化ピリミジン代謝関連酵素発現と
抗腫瘍効果および有害事象の相関について
検討する。 
(4) 再発リスクの高い例のフッ化ピリミジ
ン代謝関連酵素発現を測定しそれに基づい
た抗腫瘍効果および有害事象の予測を行う。 
 
２．研究の進捗状況 
(1) 胃癌治癒手術後（R0）の潜在再発患者を

特定する目的で、従来の進行度以外の予後因

子を検索した。D2以上の郭清を伴う胃癌R0
手術300例を対象に、臨床病理学的因子、治療

因子、および栄養因子の予後に対する重みを

検討した。「結果」単変量解析では、年代、D
、術式、T、N、Ly、V、長径、リンパ球数、

Alb、TC、血中CEA、血中CA19-9が有意差を

示した。Cox多変量解析ではN、TC、リンパ

球数、V、血中CA19-9が独立した有意な予後

因子であることが判明した。特にTC、リンパ

球数、およびCA19-9が潜在再発予測因子であ

る可能性を証明したが、これらがR0胃癌の予

後因子である理由は不明である。 
(2) 再発進行胃がんホルマリン固定パラフ

ィン包埋標本からtotal RNA を抽出し、10 種
の抗がん剤感受性関連因子（TS，DPD，TP
，FPGS，GGH，DHFR，ERCC1，Topo1，

EGFR，VEGF）のmRNA及び対照として

β-Actin mRNA の発現量を定量した。それよ

り得られたデータを解析し、腫瘍部位、患者

背景諸因子、病理学的諸因子、予後情報等、

従来の診療情報毎にその分布を調査した。主

要評価項目は抗腫瘍効果（奏効率）、薬物有害

反応（発現頻度とその程度）、副次的評価項目

は無増悪生存期間（PFS：Progression-free 
survival）、治療成功期間（TTF：Time to failure
）、後治療（2nd line）移行率、全生存期間（

OS：Overall survival）である。現在観察期間

中であり、関連は不明である。 
 
３．現在までの達成度 
③やや遅れている。 
(理由) 
(1) 再発リスク因子として、従来の因子の他
に、TC、リンパ球数、CA19-9 を抽出しえた
が、再発リスク予測に至っていない。 
(2) フッ化ピリミジン代謝関連酵素発現量
の定量を行い、データの集積ができたが、い
まだ症例数が足りないため、奏効率や有害事
象発生率との相関を検討するに至っていな
い。 
(3)  R0 患者に対する、再発リスク検討によ
る補助化学療法の個別化に至っていない。 
 
４．今後の研究の推進方策 
(1) 新たに再発リスクと判明した因子の臨
床的意義を詳細に検討する。 
(2) 再発リスク予想を実施する。 
(3) フッ化ピリミジン代謝関連酵素発現量
測定の症例数を増加し、奏効率および有害事
象発生率との相関を検討する。 
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